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網走湖は二層構造を呈しており、下層の塩水層は重いため停滞している。 

１ 計画の目的 
 網走湖は網走川の下流部に位置する、面積 32.3km2、最大水深 16.1m の汽水湖である。

自然豊かな網走湖及びその周辺は国定公園として地域住民の憩いの場となっているほか、

漁場として、観光、レクリエーションの場として、かけがえのない場所となっている。 

 網走湖では、富栄養化の進行に伴い、昭和 50 年代後半頃より青潮やアオコが頻発する

ようになってきた。これらの水質障害は網走湖の自然環境だけでなく水産資源の生息をも

脅かしはじめ、地域にとってこのまま放置できない状況になっている。 

 本計画はこのような状況を踏まえ、平成 26（西暦 2014）年度における網走湖の目標を

定め、これを達成するための施策（河川事業、下水道事業、流域対策等の事業）に係る計

画を立案するものである。 

 

２ 計画対象河川等の概要 
１）網走湖の概要 

 網走湖の特徴は、上部が淡水層、下部が無酸素の塩水層の二層構造を呈していること

である。下部の塩水層は海水の逆流によって形成されたものである。湖体積の半分近く

を占める塩水層は、淡水層で増殖したプランクトンの死骸が沈降し分解されているため

酸素消費が進み、淡水層からの酸素の供給が少ないために、無酸素状態となっている。 

 

表－１ 網走湖の諸元 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 諸  元 

成 因 海跡湖 

面 積 32.3Km２ 

最大水深 16.1m 

周囲長 42km 

図－１ 網走湖の模式図 

網走川

オホ－ツク海

網走湖

淡水層

塩水層
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２）水環境の現況 

 網走湖の水質の現況を図－２に示す。化学的酸素要求量（ＣＯＤ）は環境基準を越

えている（６mg/l 前後）ほか、ＣＯＤ、全リン、全窒素の経年変化は過去 15 年間ほ

ぼ横這いである。 

 また、下部の塩水層は淡水層に比べＣＯＤで約 7 倍、Ｔ－Ｐで約 80 倍、Ｔ－Ｎで

約 20 倍の高濃度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 網走湖の水質の経年変化 
注１)網走湖定期水質調査、公共用水域水質調査の表層平均値 

（ただし H14（2002）年は網走湖定期水質調査のみ） 
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図－３ 湖内水質の鉛直分布 

（平成 14（2002）年 1、4、7、10 月調査） 
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 また、網走湖では昭和 62（1987）年より無酸素化した下部の塩水層が強風時に上昇する

ことで青潮が生じ、魚介類の弊死などの被害を与えている。また、昭和 57（1982）年から

は毎年のようにアオコが発現して、大規模発生時には湖岸へ打ち上げられたアオコが悪臭

を発するなどの被害が認められている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－２ 網走湖の青潮、アオコの発生報告 

淡水層

塩淡境界

風上

強風

青 潮

塩水層(無酸素)

図－４ 青潮発生のメカニズム 

青潮は、湖面を強風が連続して吹くと風下に淡水
層が吹き寄せられ、その反動で風上に下層の無酸
素水が上昇して発生する。網走湖の長軸方向（南
北方向）に風が吹いたとき発生しやすく、湖北部
の大曲付近や湖南部の女満別湾および嘉多山湾
において発生が確認されている。 

【青潮発生によるワカサギなどの魚類の斃死状況】

撮影年月日 S62 (1987)年５月 15 日 

【アオコの発生状況、網走湖北部】 

撮影年月日 H6（1994)年８月２日 

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

T14 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10 S11 S12 S13 S14 S15 S16 S17 S18 S19 S20 S21 S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37

○ ○

63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年

青 潮

アオコ
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ｃ）汚濁負荷量の状況 

 網走湖の汚濁負荷について算定した結果を図－５、６に示す。ＣＯＤ、Ｔ－Ｎでは

流域から流入する流域汚濁負荷が約６割と、湖内で発生する湖内汚濁負荷（塩水層拡

散、底泥溶出、内部生産）が約４割を占めている。Ｔ－Ｐは湖内汚濁負荷が約８割を

占める。 

 流域における主要な汚濁発生源は、流域の４市町の生活系排水、農地系排水、畜産

系排水及び工場・事業場系排水などであり、このうちＣＯＤについては山林、市街地

などの面源汚濁負荷が多いことが特徴であり、Ｔ－Ｐでは畜産系が、Ｔ－Ｎでは田・

畑地がそれぞれ４割以上を占めている。 
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図－６ 流域汚濁負荷の内訳（H14（2002）年現在） 

図－５ 網走湖の流域汚濁負荷と湖内汚濁負荷の比較（H14（2002）年現在） 
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３ 計画の内容 
１）計画目標年度 

本計画は現況基準年度を平成 14（2002）年度、計画目標年度を平成 26（2014）年度と

する。 

２）網走湖において緊急的に改善を目指す目標水環境 

２－１）網走湖の目標とする水環境 

網走湖の水環境改善の目標としては水質環境基準の達成を目指すものであるが、まずは

以下の達成を図ることとする。 

 

 

 

 

 

 

２－２）水質改善評価項目 

 網走湖のＣＯＤは自然由来のフミン酸が占める割合が多いため、本計画においてはＣ

ＯＤを対象項目としない。 

また、網走湖の場合は全リンが植物プランクトンの増殖の主な要因であることが判明

していることから、水質改善の効果等については全リンで評価する。 

 

２－３）網走湖水環境改善の必要条件 

塩水層は膨大な水量があり、強固な成層が形成されているため、物理的に塩水層を無

くすることは現実的ではない。また、塩水層の存在は淡水への塩分供給を促進する一面

もあり、これにより漁業資源（ヤマトシジミ）が維持されている現状にある。 

従って、現在の汽水環境（二層構造）を維持させながら網走湖の水環境の改善を図る。 

 

２－４）水環境目標 

① 青潮発生の抑制 

網走湖における青潮は、春季及び秋季に南北方向の強風が吹いたときに発生すること

が明らかとなっている。流動モデルにより発生限界条件を求めると、境界層水深が上昇

している時は弱い風でも青潮が発生することがわかる（図－７）。 

一方、網走湖に生息するヤマトシジミの卵発生及び生育に必要な塩分を確保するため

には、塩淡境界層水深を７ｍより深くしないことが必要となる。 

これらのことより、 

本計画では青潮の発生確率を現況の 2～3年に 1回から、7年に 1回程度まで抑制す

ることを目標とし、塩淡境界層水深を６～７ｍに制御する。 

網走湖の水環境の改善目標 

 ◎ 青潮発生の抑制 

 ◎ アオコ発生頻度の低減 

 ◎ 湖内閉鎖性水域の水質改善 



 6

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② アオコ発生頻度の低減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 全リン濃度別のアオコ発生割合 

（対象年：1991～2002 年（7～9月、水温 18℃以上）、調査地点：湖心、女満別湾、呼人浦） 

注）アオコ発生が報告された割合（％）は、全リン濃度が概ね同レベルの調査日において、アオコの発生が報告 

   されている期間での調査日の割合（％）を示した。 

 

これまでの検討結果から、網走湖におけるアオコの発生は夏季に無機態のリンが十分

に存在することが条件になっている。夏季（７～９月）における全リン濃度とアオコ発
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生が報告されている割合（％）の関係（図－８）をもとに、 

本計画ではアオコ発生頻度を現況のほぼ毎年発生の状態を、5 年に 1 回まで低減させ

るものとし、網走湖湖心淡水層の全リン濃度の目標値を 0.07mg/l とする。 

 

③ 網走湖の湖内閉鎖性水域の水質改善 

網走湖の呼人浦、女満別湾の閉鎖性水域については、特に親水利用が活発な水域であ

る。しかし、これらの水域については底泥等からの内部負荷の割合が高く、本湖を対象

とした浄化対策のみでは水質改善効果が十分でない。そこで、底泥対策等を実施するこ

とで水質改善を図る。 

呼人浦、女満別湾におけるアオコ発生割合と全リン濃度との関係（図－９）をもとに、 

本計画ではアオコ発生頻度を本湖の目標と同じ5年に1回に抑制するものとし、全リン

濃度の目標値を女満別湾0.07mg/l、呼人浦0.09mg/lとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（対象年：1991～2002年（7～9月、水温18℃以上）、調査地点：女満別湾、呼人浦） 

注）アオコ発生が報告された割合（％）は、全リン濃度が概ね同レベルの調査日において、 

アオコの発生が報告されている期間での調査日の割合（％）を示した。 

図－９ 全リン濃度別のアオコ発生割合 
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３）網走湖の目標を達成するための施策内容 

 網走湖における水質保全施策の全体像を図－16 に示す。 

 水質保全施策の構成は、青潮発生を抑制するための施策と、アオコ発生頻度の低減及

び湖内閉鎖性水域の水質改善のための汚濁負荷を削減するための施策、啓発活動の三つ

を柱とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０ 実施する施策の構成 

※ 多自然型川づくりは治水対策で実施 
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（１）河川事業 

項  目 内    容 実施主体 効   果 

塩淡境界層制御 汽水性の生態系の維持・保全を考

慮し、現在５ｍ前後で推移してい

る塩淡境界層水深を６～７ｍに

降下・安定させる。 

塩淡境界層を降下・安定させる手

法としては、「塩水層に蓄積され

た塩水を直接排出する施策」や、

「新たに流入する海水量を少な

くし、蓄積された塩水が連行過程

により自然流下する作用で塩水

層の海水量を調節する施策」が考

えられる。 

具体的な手法については、周辺環

境等を考慮のうえ早急に検討す

るものとする。 

網走開発建設部 青潮発生を抑制するとともに

塩水層からの栄養塩類の移

流・拡散を抑え、アオコの発生

を抑制する。 

水草刈り取り 網走湖畔には約800万m2の水草が

繁茂している。 

水草刈り取り計画エリアのうち

生 態 系 を 考 慮 し な が ら

500,000m2/年の水草刈り取りを実

施する。 

網走開発建設部 水草枯死により溶出する、汚濁

負荷を抑制する。 

枯死した水草の沈降による底

質の悪化を防止する。 

底泥対策 閉鎖性水域である呼人浦、女満別

湾において平成 15（2003）年度以

降 503,000m3の浚渫を実施し、平

成 14（2002）年度までの実施分と

あわせ累計 700,000m3 を実施す

る。 

網走開発建設部 底泥から溶出する汚濁負荷を

削減し、湖内閉鎖性水域の水質

改善を図る。 

河道内直接処理 接触酸化等の直接浄化施設によ

り河川水質の浄化を行なう。 

平成 15（2003）年以降は、現在試

験施設として設置した日甜樋門、

黒瀬樋門、美禽樋門の３施設を改

良し、稼働させる。 

網走開発建設部 網走川本川等に直接流入する

河川水の水質改善を図る。 

植生利用浄化 網走湖湖畔に生育するヨシ原

200,000m2 を活用した浄化施設を

設置し、河川水質の浄化を行な

う。 

網走開発建設部 網走川本川等の流入量の一部

取水し、植生利用浄化施設を経

由してから湖内に導入するこ

とで、流入河川の水質改善を図

る。 

多自然型川づく

り 

治水安全度の向上を図るなかで、

極力自然を生かした川づくり（多

自然型川づくり）を網走川上流地

区において推進することにより、

川の有する浄化機能等の向上を

図る。 

網走開発建設部 川の機能を向上させる川づく

りを推進する。 

（２）下水道事業 

 項  目 対 策 内 容 実施主体 効  果 

下水道事業 公共下水道事業を引き続き実施

する 

流域内４市町 

 

網走湖への流入負荷の削減 
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（３）流域対策等の事業 

今後実施していく対策内容 
項   目 対   策 

これまでの取り組みの推進 新たな取り組み等 

合併浄化槽の普及 
今後も継続して合併浄化槽の整備を

進める。 
－ 

農業集落排水処理の
普及 

今後も継続して農業集落排水処理の

普及を進める。 
－ 

生活排水対策 

台所対策 

切り袋等の全戸配布、生ゴミ処理機

購入補助、町内全家庭に浄化資材配

布を行う。 

－ 

工場・事業場排水

対策 

監視の強化、負荷量
の削減 － 

立入検査の回数を年１回から年２回に

増加し監視を強化する。 

排出負荷が大きい工場・事業場に対し

負荷量削減の協力要請を行う。 

畜産排水処理 
糞尿処理施設の整備
等 

平成 16（2004）年度までに網走市、

女満別町、美幌町、津別町の約 160

戸の農家を対象に糞尿処理施設の整

備等法律を遵守した管理及び利用の

促進を図る。 

－ 

施肥管理 
畑地の適切な施肥管
理の指導 － 

「硝酸性窒素汚染防止のための施肥

管理の手引き」の施行に基づき、畑

地の適切な施肥管理を指導する。 

国営総合農地防災事
業 

平成 16（2004）年までに美幌町、津

別町にまたがる 4,190ha の農地を対

象に土砂流出を抑制する。 

－ 

農業用排水路の整備 

平成 20（2008）年度までに、女満別

町、美幌町、津別町の農業用排水路

（17 条、15,986m）を対象とした整

備を行なう。 

－ 農地排水処理 

畑地からの土砂流出
防止対策の推進・指
導 

有機質肥料を活用した土づくり対策

を推進する。 

畑地等における土砂流出防止対策の

指導を強化し、意識の高揚を図る。

森林整備の推進 
植樹や間伐等、森林の適切な整備を

推進する。 
－ 

森林整備 

河畔等への植栽 － 
河畔沿いに植栽することで流域から

の土砂流出を防止する。 

流域市民等への浄化
意識高揚の活動 

自然体験学習、イベントの実施、パ

ンフレット作成を行う。 

情報表示板の設置等を行い、水質デ

ータ等を公開する。 

「清流ﾙﾈｯｻﾝｽ」の取り組み内容を HP

上で紹介する。 

清掃活動の実施 湖畔の清掃活動を行う。 － 
環境保全啓発 

川や湖でのイベント
の実施 

各地域での川や湖でのイベントの実

施や自然体験講座、川等での活動を

実施する。 

世代を超えた、自発的かつ息の長い
活動や組織を構築するため、イベン
トリーダーの育成に努める。 

環境教育の充実 環境教育の実施 

川を題材とした教材の作成、総合学

習での浄化の取り組み、水生生物調

査、川の自然観察等を実施する。 

－ 

調査、検討 
流域負荷に関する調
査実施 － 

流域負荷の把握及び対策実施による

負荷削減効果の把握に必要となる現

地調査、検討を行なう。 
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４）網走湖の水環境改善緊急行動計画を実施するための概算事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）フォローアップ、モニタリング等 

 各施策の実施状況及びその効果については、網走湖環境保全対策推進協議会において

毎年フォローし、効果的な進捗に努めるものとする。 

なお、重要な変更の必要が生じた場合は、行動計画の変更を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１１ モニタリングとフォローアップ計画 

 
概算事業費（億円） 

H16（2004）～H26（2014） 

河川事業費 

（網走湖浄化事業費） 
105 億円 

下水道事業費 43 億円 

・水理、水質、生物関連モニタリング調査　（継続的に実施）

・施設モニタリング調査　（継続的に実施）

・施策の進捗状況調査　（毎年実施）
河川事業の進捗、下水道事業の進捗、流域対策等の事業の進捗

・水環境の変化把握、問題点の抽出、新規施策の検討　（毎年実施）

・施策進捗による水環境改善効果の評価　（２年毎に実施）

・計画目標達成状況の確認、行動計画の見直し（２年毎に実施）

モニタリング計画

各施策の実施状況及びその効果等の評価

協議会
（毎年実施）

フォローアップ




